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学 位 論 文 内 容 の 要 旨
虚血性脱分極時間は虚血性神経障蕃度を規定する因子であるとされている｡そこでスナ
ネズミ前脳虚血モデルにおいてエスモロールが虚血性神経障害度と虚血性脱分極時間に与え
る影響を測定し､エスモロールの脳保護効果を回帰曲線を用いて定量的に評価した｡スナネ
ズミをェスモロール群と対象群に分け､3,5.7分の異なる前脳虚血を負荷した｡海馬 cAl
額域の虚血性脱分極と虚血から5日後のcAl錐体細胞障害度を評価し､虚血性神経障害度と
虚血時間､虚血性脱分穣時間の関係を回帰曲線上に表した｡エスモロール群において5分虚
血時の虚血性神経障害度は有意に軽減したが､3,7分虚血時では両群に差を認めなかった｡
虚血性脱分穣時間は全虚血時間で両群に差を認めなかった｡回帰曲線上エスモロールは虚血
時間3.77分から7.74分､脱分極時間2.95分から7.66分の区間では有意に神経障害度を軽減
するように働き､5096の神経障害をきたす虚血時間を0.65分短縮した｡エスモロールの脳保
護効果は虚血性脱分極時間の短縮以外の機序によるものであった｡
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本研究は､スナネズミ前脳虚血モデルにおいて､短時間作用性β-blocker
エスモロールの脳保護効果について､生理学的および病理学的に検討したもの
である｡スナネズミに3,5,7分間の一過性前脳虚血を負荷し､負荷中の膜
電位と再開通後5日目の瓶馬CAl細胞数を計測したところ､.虚血負荷中の脱分極
時間は3,5,7分虚血群ともにプラセボ粋とエスモロール群に差を認めなか
ったが､虚血5日目の海馬CAl細胞数については､プラセボ群に対してエスモロ
ール群で5分虚血後の細胞障害は有意に軽減し､3､7分虚血後では両軌 こ差を
認めなかった｡また回帰曲線上エスモロールは虚血時間3.77分から7.74分､脱
分極時間2.95分から7.66分の区間では有意に細胞障害度を軽減し､50%の神経
卵胞障害をきたす虚血時間を0.65分短縮した.従ってエスモロールの脳保護効
果は虚血性脱分極時間の短縮によるものではなく､脱分極後の神経細胞障害カ
スケー ドに対する機序であることが明らかになった｡
よって本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡
